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鹿島市議会

初詣客でにぎわう祐徳稲荷神社

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
１月27日の議員とかたる会は中止となりました。



定
例
会

定
例
会

鹿
島
市
議
会 

令
和
4
年
12
月
定
例
会  

会
期
日
程

議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号
議案第75号
議案第76号
議案第77号
議案第78号
議案第79号
議案第80号
議案第81号
議案第82号
議案第83号
議案第84号

専決処分事項の承認について（令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第5号））
鹿島市水道事業審議会条例の制定について
鹿島市職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
鹿島市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
鹿島市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について
市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について
教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）について
令和４年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
令和４年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
令和４年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第１号）について
鹿島公民館の指定管理者の指定について
能古見公民館及び鹿島市のごみふれあい楽習館の指定管理者の指定について
古枝公民館及び鹿島市林業センターの指定管理者の指定について
浜公民館及び鹿島市臥竜ヶ岡体育館の指定管理者の指定について
北鹿島公民館の指定管理者の指定について
七浦公民館及び鹿島市漁村センターの指定管理者の指定について
財産の取得について
令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第７号）について
鹿島市教育委員会委員の任命について
鹿島市教育委員会教育長の任命について
鹿島市監査委員の選任について
鹿島市固定資産評価員の選任について

中
村
日
出
代

笠
継
　
健
吾

宮
崎
　
幸
宏

西
　
　
一
郎

池
田
　
廣
志

杉
原
　
元
博

樋
口
　
作
二

中
村
　
和
典

中
村
　
一
尭

勝
屋
　
弘
貞

伊
東
　
　
茂

徳
村
　
博
紀

福
井
　
　
正

松
尾
　
征
子

松
田
　
義
太

⻆
田
　
一
美【令和4年12月定例会】

採　決　結　果次のことを審議し決定しました
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鹿島市消防出初め式（１月７日）

自　

令
和
４
年
11
月
30
日

至　

令
和
４
年
12
月
20
日

２
、日
程

1
、会
期

［令和４年12月議会号］ ［令和４年12月議会号］

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

【
12
月
】

1
日・休
会（
議
案
研
究
）

　
　

 （
発
言
内
容
通
告
締
切
）

2
日・休
会（
議
案
研
究
）

3
日・休
会

4
日・休
会

5
日・休
会（
議
案
研
究
）

6
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

7
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

8
日・休
会（
議
案
整
理
）

9
日・総
務
建
設
環
境
委
員
会（
議
案
審
査
）

10
日・休
会

11
日・休
会

12
日・休
会（
議
案
整
理
）

13
日・一
般
質
問（
３
名
）

14
日・一
般
質
問（
３
名
）

15
日・一
般
質
問（
３
名
）

16
日・一
般
質
問（
３
名
）

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

【
12
月
】

1
日・休
会（
議
案
研
究
）

　
　

 （
発
言
内
容
通
告
締
切
）

2
日・休
会（
議
案
研
究
）

3
日・休
会

4
日・休
会

5
日・休
会（
議
案
研
究
）

6
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

7
日・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

8
日・休
会（
議
案
整
理
）

9
日・総
務
建
設
環
境
委
員
会（
議
案
審
査
）

10
日・休
会

11
日・休
会

12
日・休
会（
議
案
整
理
）

13
日・一
般
質
問（
３
名
）

14
日・一
般
質
問（
３
名
）

15
日・一
般
質
問（
３
名
）

16
日・一
般
質
問（
３
名
）

17
日・休
会

18
日・休
会

19
日・休
会（
議
案
整
理
）

20
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

17
日・休
会

18
日・休
会

19
日・休
会（
議
案
整
理
）

20
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会



議
案
審
議

議
案
審
議

５ ４

　

笠
継
　
健
吾  

議
員

■
積
立
基
金
の
状
況
・
森
林

　

環
境
譲
与
税
基
金
に
つ
い

　

て
質
問
一
　
令
和
３
年
度
か
ら

４
年
度
12
月
ま
で
取
り
崩
し

０
で
残
高
は
増
加
の
み
で
あ

る
が
、
使
途
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
使
わ
れ
る
の
か
。

答
弁　

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
は
森
林
整
備
及
び
そ
の

促
進
に
関
す
る
費
用
、
例
え

ば
間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い

手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
や
普
及
啓
発
等
に
関
す
る

費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

質
問
二　

市
道
上
の
被
り
木

伐
採
に
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
弁　

で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。

意
見　

地
域
が
困
っ
て
い
る

問
題
で
あ
る
。
森
林
整
備
の

一
環
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
確
認
交
渉
を
お

願
い
す
る
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

　

伊
東
　
茂 

議
員

■
市
営
新
方
住
宅
衛
生
設
備

　

改
修
工
事
に
つ
い
て

質
問
　
老
朽
化
し
た
市
営
新

方
住
宅
の
水
回
り
（
衛
生
施

設
）
の
改
修
工
事
が
入
札
不

調
等
で
当
初
予
定
よ
り
数
か

月
遅
れ
で
着
手
と
な
る
。
浜

公
民
館
で
の
市
長
と
語
る
会

で
も
入
居
し
て
い
る
子
供
か

ら
早
く
綺
麗
に
し
て
欲
し
い

と
要
望
が
出
て
い
た
。

　

工
事
は
全
戸
改
修
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
業
者
へ
の
発

注
と
工
期
も
急
い
で
欲
し
い
。

答
弁　

夏
場
の
入
札
が
不
調

と
な
り
工
事
が
遅
れ
入
居
者

の
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

　

衛
生
施
設
改
修
工
事
は
全

戸
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

発
注
は
来
年
２
月
頃
、
工

期
は
９
か
月
間
を
予
定
し
て

い
る
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

　

中
村
　
日
出
代 

議
員

質
問
一
　
市
営
新
方
住
宅
の

改
修
工
事
で
要
望
事
項
は
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

答
弁　

水
ま
わ
り
の
要
望
が

多
か
っ
た
。
水
ま
わ
り
を
中

心
に
計
画
し
て
い
る
。

質
問
二　

県
営
住
宅
と
市
営

住
宅
の
設
備
の
違
い
は
。

答
弁　

住
宅
の
設
備
に
違
い

は
な
い
が
、
多
少
の
差
は
生

じ
て
い
る
。

意
見　

差
が
な
い
よ
う
に
要

望
す
る
。

質
問
三　

西
峰
住
宅
も
か
な

り
傷
ん
で
い
る
が
、
改
修
の

計
画
は
な
い
の
か
。

答
弁　

必
要
最
小
限
度
の
改

修
は
行
っ
て
い
る
が
、
大
き

な
改
修
計
画
は
な
い
。

意
見　

住
宅
の
方
々
の
意
見

を
聞
い
て
も
ら
い
、
で
き
る

改
修
は
お
願
い
し
た
い
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

　

松
尾
　
征
子 

議
員

■
市
営
住
宅
の
水
洗
化
は

質
問
一
　
市
営
住
宅
の
水
洗

化
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

水
洗
化
は
末
光
執
行

分
と
中
村
の
２
住
宅
。

質
問
二　

市
民
に
は
水
洗
化

を
進
め
、
市
営
住
宅
は
完
全

に
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　

新
方
・
古
枝
等
合

併
・
単
独
浄
化
槽
の
と
こ
ろ

も
あ
る
。
古
い
と
こ
ろ
、
廃

止
予
定
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

予
算
の
執
行
状
況
を
見
な
が

ら
計
画
を
。

質
問
三　

西
峰
住
宅
の
よ
う

に
手
を
付
け
ら
れ
な
い
よ
う

な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
計
画
を

立
て
て
取
り
組
み
を
。

答
弁　

生
活
環
境
は
守
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
。
市
の
財

源
を
見
な
が
ら
人
口
減
少
の

中
で
施
設
整
備
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
頭
に
置
い
て
整

備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

　

徳
村
　
博
紀 

議
員

■
市
内
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問　

中
川
・
井
手
分
線
道

路
整
備
に
つ
い
て
歳
入
は
事

業
債
が
１
８
０
０
万
円
、
歳

出
は
２
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
歳
入
歳
出
の
金
額

の
違
い
は
。

　

ま
た
、
横
田
堤
横
の
道
路

拡
幅
工
事
で
片
側
通
行
に
な

っ
て
い
る
が
、
区
間
と
工
期

の
回
答
を
。

答
弁　

中
川
・
井
手
分
線
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
般

財
源
か
ら
２
０
０
万
円
支
出

し
て
い
る
。
横
田
堤
横
（
横

田
公
民
館
〜
鹿
島
小
学
校
）

で
同
時
施
工
し
て
い
る
県
道

の
歩
道
拡
幅
工
事
と
市
の
水

路
設
置
工
事
で
は
、
片
側
通

行
と
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。
年
度
内
竣
工
に

向
け
て
工
事
し
て
い
る
が
、

若
干
の
遅
れ
が
発
生
し
て
い

る
。
な
お
、
横
田
公
民
館
か

ら
廣
瀬
橋
ま
で
の
区
間
は
、

用
地
買
収
完
了
後
に
着
工
さ

れ
る
予
定
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

　

西
　
一
郎 

議
員

■
市
報
「
広
報
か
し
ま
」
作

　

成
業
務
委
託
料
（
令
和
4

　

年
度
設
定
分
）
に
つ
い
て

質
問
一
　
委
託
先
業
者
の
選

定
方
法
は
。

答
弁　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て

業
者
を
選
定
す
る
。

質
問
二　

作
成
業
務
を
委
託

す
る
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

答
弁　

令
和
5
年
度
4
月
よ

り
嘱
託
員
に
よ
る
全
戸
配
布

に
な
る
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
て
鹿
島
市

か
ら
の
情
報
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
専
門

性
の
高
い
業
者
に
委
託
す
る

方
法
を
と
っ
た
。

意
見　

詳
細
な
情
報
は
二
次

元
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
な
ど

D
X
を
活
用
し
た
情
報
提
供

も
進
め
て
ほ
し
い

中
村
　
和
典  

議
員

■
６
地
区
公
民
館
の
指
定 

　

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問
一
　
地
区
公
民
館
に
指

定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ

て
か
ら
15
年
目
と
な
る
。
職

員
の
雇
用
状
況
等
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

12
名
の
職
員
が
勤
務

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
15
年

連
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
職

員
が
４
名
い
る
。

質
問
二　

本
年
度
の
市
監
査

委
員
に
よ
る
財
政
援
助
団
体

の
監
査
結
果
に
よ
る
と
、
か

な
り
厳
し
い
意
見
や
指
摘
が

あ
る
が
、
所
管
課
は
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁　

改
善
さ
れ
る
ま
で
実

地
調
査
を
行
い
、
情
報
を
共

有
し
指
定
管
理
者
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
処
遇
改
善
を
含

め
、
庁
内
で
話
し
合
い
を
進

め
る
。

地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
73
号
か
ら
第
78
号

　

樋
口
　
作
二  

議
員

■
物
価
高
騰
に
伴
う
燃
油
等

　

緊
急
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
燃
油
・
肥
料
・
飼
料

等
の
高
騰
で
、
第
一
次
産
業

を
中
心
に
困
難
な
経
営
状
況

の
中
に
あ
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
計

上
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

一
次
産
業
に
つ
い
て

は
６
月
や
９
月
議
会
の
補
正

予
算
で
議
決
し
た
支
援
を
令

和
４
年
度
分
と
し
て
行
っ
て

お
り
、
国
・
県
、
そ
し
て
市

単
独
の
上
乗
せ
分
に
つ
い
て

今
月
中
に
支
払
い
が
完
了
す

る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
県
が

中
小
企
業
支
援
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
物
価

高
騰
に
対
す
る
国
・
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
一
次
産
業

も
含
め
た
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

［令和４年12月議会号］ ［令和４年12月議会号］



市民の公共交通手段となる普通列車

７ ６

12月13日、14日、15日、16日に行われた一般質問の
YouTube動画を観ることができます。

一般質問のYouTube動画配信!

【12月13日】

福井　　正
松尾　征子
池田　廣志

【12月15日】 【12月16日】

※議場では、新型コロナウイルス感染予防のためアクリル板を使用して質問、答弁をしています。

一般質問に12人が
登壇しました

質
問
一　

９
月
23
日
に
長
崎

本
線
の
特
急
「
か
も
め
」
か

ら
「
か
さ
さ
ぎ
」
に
な
り
１

日
45
本
か
ら
14
本
に
減
便
。

普
通
列
車
は
本
数
は
変
わ
ら

な
い
が
、
長
崎
方
面
へ
通
勤

通
学
の
方
に
と
っ
て
、
１
時

間
か
ら
２
時
間
の
乗
車
と
な

り
、
ダ
イ
ヤ
も
肥
前
鹿
島
駅

発
の
６
時
台
が
な
く
、
７
時

台
１
本
長
崎
直
行
便
が
あ
る

が
、
始
業
時
に
間
に
合
わ
な

い
。
佐
賀
方
面
も
江
北
駅
で

の
乗
り
換
え
や
福
岡
方
面
か

ら
の
特
急
も
乗
り
換
え
の
不

便
さ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
の

解
決
策
と
し
て
鹿
島
市
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　

通
学
高
校
生
な
ど
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
佐
賀
県
・
鹿
島

市
・
太
良
町
・
白
石
町
・
江

北
町
で
利
便
性
向
上
を
協
議

し
て
い
る
。

質
問
二　

市
内
循
環
バ
ス
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の
運
行
状

況
と
改
善
策
は
。

答
弁　

循
環
バ
ス
は
１
便

２
・
１
４
人
か
ら
３
・
３
９

人
に
向
上
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

も
利
用
者
が
増
加
。
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
古
枝
線
は

利
用
者
が
多
い
。

　

能
古
見
線
・
北
鹿
島
線
は

横
這
い
で
あ
る
。

質
問
三　

高
齢
者
の
方
の
運

転
免
許
証
返
納
の
状
況
と
支

援
策
は
。

答
弁　

75
歳
以
上
の
自
主
返

納
者
に
、
８
千
円
分
の
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
て
い
る
。

質
問
四　

欧
州
で
は
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
内
燃
機

関
車
か
ら
電
気
自
動
車
へ
の

転
換
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

鹿
島
市
も
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
鹿
島

市
の
庁
用
車
と
し
て
、
電
気

自
動
車
採
用
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

将
来
採
用
の
可
能
性

は
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
採

用
計
画
は
な
い
。

質
問
五　

有
明
海
沿
岸
道
路

と
国
道
４
９
８
号
の
バ
イ
パ

ス
整
備
の
現
状
は
。

答
弁　

４
９
８
号
バ
イ
パ
ス

は
佐
賀
県
と
４
市
の
期
成
会

で
進
展
が
あ
っ
た
。

　

有
明
海
沿
岸
道
路
は
知
事

発
言
で
鹿
島
市
側
か
ら
の
建

設
が
決
定
。
今
後
環
境
影
響

調
査
・
設
計
等
が
行
わ
れ
る

と
思
う
。

福
井　

正 

議
員

鹿
島
市
の
交
通
全
般
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

議員
議員
議員

【12月14日】

杉原　元博
中村　一尭
中村 日出代

議員
議員
議員

樋口　作二
西　　一郎
中村　和典

議員
議員
議員

松田　義太
宮崎　幸宏
伊東　　茂

議員
議員
議員

長
崎
本
線
の
利
便
性

向
上
策
に
つ
い
て

質
問
一　

オ
ス
プ
レ
イ
の
佐

賀
空
港
配
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
県
と
地
元
漁
協
は
空
港

と
自
衛
隊
と
の
共
用
に
反
対

す
る
協
定
が
結
ば
れ
て
い
た
。

　

今
回
こ
の
協
定
が
く
つ
が

え
さ
れ
た
。

　

見
直
し
に
つ
い
て
は
山
口

義
祥
知
事
が
漁
協
を
訪
れ
て

直
接
説
得
に
当
た
っ
た
と
い

う
。
12
月
11
日
佐
賀
新
聞
の

記
事
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

知
事
は
「
私
は
平
和
を
守

る
た
め
な
ら
何
で
も
や
る
つ

も
り
だ
。
国
防
は
平
和
の
た

め
に
あ
る
。
す
べ
て
の
都
道

府
県
が
自
衛
隊
の
基
地
を
置

か
な
い
と
国
防
は
成
り
立
た

な
い
。
佐
賀
配
備
に
協
力
す

べ
き
と
思
い
つ
つ
も
、
長
い

年
月
を
か
け
て
慎
重
に
審
議

し
、
漁
協
に
寄
り
添
っ
て
受

け
入
れ
た
」
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
の
平
和
が
続
い
て
い

る
の
は
、
自
衛
隊
基
地
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
他

国
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
憲
法

が
あ
る
か
ら
。

　

憲
法
９
条
は
「
日
本
国
民

は
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求

し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は

武
力
の
行
使
は
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
空
海
軍
そ
の
他
の
戦
力

は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。

国
の
交
戦
権
は
こ
れ
を
認
め

な
い
」
と
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

山
口
知
事
の
発
言
は
憲
法
違

反
と
し
か
言
え
な
い
。

　

構
造
的
に
も
安
全
と
は
言

え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
さ
え
も

今
は
飛
行
し
て
い
な
い
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
は
日
本
版
海

兵
隊
と
言
わ
れ
る
長
崎
県
相

浦
駐
屯
地
の
水
陸
機
動
団
の

運
用
を
担
う
も
の
と
言
わ
れ

て
い
る
。
当
然
有
明
海
の
、

ま
た
鹿
島
市
の
上
空
を
飛
ぶ

こ
と
に
な
る
。
騒
音
は
も
ち

ろ
ん
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

国
は
戦
争
準
備
に
4
3
兆

円
も
の
予
算
を
言
っ
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
よ
る
戦

争
準
備
は
許
せ
な
い
。

　

市
長
の
お
考
え
を
。

答
弁　

漁
協
は
協
定
を
結
び
、

長
年
話
し
合
い
を
行
っ
て
き

て
、
協
定
の
見
直
し
を
容
認

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
必
要

性
を
鹿
島
市
民
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
安
心
、
安
全

を
守
る
立
場
で
あ
る
の
で
、

国
や
県
に
お
願
い
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

松
尾　

征
子 

議
員

オ
ス
プ
レ
イ
の

佐
賀
空
港
配
備
は
許
せ
な
い

質
問
一　

今
年
の
夏
、
幹
線

水
路
の
取
水
口
の
水
門
が
閉

め
ら
れ
、
農
地
の
あ
る
方
に

全
量
が
流
さ
れ
、
街
な
か
の

幹
線
水
路
に
水
が
流
れ
ず
、

匂
い
と
蚊
が
発
生
し
た
の
で
、

水
管
理
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
弁　

街
な
か
の
水
路
の
水

管
理
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら

慣
行
に
沿
っ
て
、
地
元
の
役

員
や
生
産
組
合
長
が
管
理
さ

れ
て
い
る
。

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

管
理
の
た
め
の
会
議
が
開
催

で
き
な
い
状
況
だ
が
、
早
い

時
期
に
会
議
の
中
で
、
水
路

の
適
正
管
理
に
つ
い
て
協
議

を
す
る
。

質
問
一　

各
小
学
校
区
で
、

遊
具
の
あ
る
公
園
の
場
所
が
、

あ
ま
り
に
も
不
均
衡
で
、
ま

た
、
既
設
の
遊
具
も
使
用
中

止
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
が

多
く
住
む
場
所
に
新
設
す
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

答
弁　

市
で
維
持
管
理
・
点

検
し
て
い
る
遊
具
が
あ
る
公

園
や
広
場
が
、
均
衡
が
取
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
公
園
等
を
新
設
し

遊
具
を
設
置
す
る
場
合
、
小

学
生
一
人
当
た
り
の
遊
具
の

数
の
均
衡
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は
、
一
つ
の
決
定
要
因
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
が
、
先
ず
は
市
が

管
理
し
て
い
る
既
存
遊
具
の

更
新
を
優
先
し
た
い
。

質
問
二　

果
樹
園
等
が
耕
作

放
棄
さ
れ
、
猪
等
の
餌
場
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

答
弁　

農
地
法
で
、
農
地
は

所
有
者
が
適
正
に
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
齢

化
等
で
適
正
な
管
理
が
出
来

な
い
場
合
は
、
農
業
委
員
会

等
に
相
談
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。

　

市
独
自
の
対
策
と
し
て
、

企
業
参
入
へ
の
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
一　

議
員
と
市
執
行
部

と
の
議
論
の
活
性
化
や
議
論

の
総
ま
と
め
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　

な
お
、
そ
の
調
整
役
は
副

市
長
が
最
適
と
思
う
が
。

答
弁　

議
員
か
ら
の
提
案
等

に
つ
い
て
は
、
総
務
課
で
整

理
を
し
、
直
ぐ
に
出
来
る
も

の
、
長
期
的
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
を
区
分
し
て
、
対
応

す
る
が
、
こ
の
提
案
は
、
大

切
な
こ
と
な
の
で
、
内
部
で

充
分
協
議
し
、
結
論
を
出
し

た
い
。

池
田　

廣
志 
議
員

生
活
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
の
在
り
方
に
つ
い
て

街
な
か
を
住
み
易
い

住
環
境
に

公
園
整
備
と

害
獣
対
策
の
考
え
は

議
員
と
市
執
行
部
の
議
論

を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
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古枝小４年生
の環境学習

面浮立奉納

９ ８

質
問
一　

来
年
４
月
施
行
の

「
子
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
で
、

市
の
子
ど
も
政
策
は
ど
う
変

化
す
る
の
か
。

答
弁　

現
時
点
で
は
、
基
本

的
な
組
織
体
制
や
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
が
、
新
た
な
施
策

を
取
り
入
れ
な
が
ら
柔
軟
に

進
め
て
い
く
。

質
問
二　

学
校
教
育
現
場
で

の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

関
係
機
関
、
関
係
各

課
と
の
連
携
を
更
に
充
実
さ

せ
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
体
的
に
子
ど
も
の
成
長
を

後
押
し
す
る
事
が
大
切
に
な

る
と
考
え
る
。

質
問
三　

全
国
的
に
子
ど
も

の
交
通
事
故
や
ケ
ガ
が
後
を

絶
た
な
い
が
、
安
全
対
策
に

つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

通
学
路
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
合
同
点
検
を
実
施

し
対
応
策
を
講
じ
て
き
た
。

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

「
鹿
島
市
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、

交
通
安
全
教
室
も
実
施
し
て

い
る
。

質
問
四　

子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

「
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
は
じ
め
、

支
援
を
要
す
る
子
ど
も
や
妊

産
婦
等
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

作
成
や
児
童
の
居
場
所
づ
く

り
支
援
な
ど
新
た
な
事
業
に

も
取
り
組
み
、
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

質
問
五　

子
ど
も
の
社
会
へ

の
参
画
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

市
長
と
高
校
生
が
語

る
会
な
ど
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
、
質
問
に
も
あ
っ
た

少
年
議
会
な
ど
も
参
考
に
教

育
委
員
会
と
も
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問
一　

現
状
の
問
題
点
・

課
題
に
つ
い
て
聞
く
。　

答
弁　

加
配
教
員
の
増
員
に

対
す
る
要
望
通
り
に
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
全
て
の
学
校
に

お
い
て
通
級
指
導
教
室
が
設

置
で
き
て
な
い
。

質
問
二　

西
部
中
は
東
部
中

の
２
・
５
倍
の
生
徒
数
だ
が
、

通
級
利
用
生
徒
数
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
通
級
指
導
が
必

要
な
生
徒
が
受
け
ら
れ
て
な

い
の
で
は
。

答
弁　

本
年
度
当
初
の
申
請

に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る

生
徒
が
通
級
で
き
て
い
る
状

態
と
考
え
て
い
る
。

質
問
三　

小
学
生
で
本
来
通

級
指
導
を
受
け
た
方
が
い
い

児
童
が
受
け
ら
れ
て
な
い
現

状
が
あ
る
と
思
う
。
ど
ん
な

手
立
て
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
29
年
の
法
改
正

で
教
職
員
の
定
数
改
善
が
行

わ
れ
、
通
級
指
導
の
為
の
基

礎
定
数
が
新
設
さ
れ
た
。
10

年
間
で
段
階
的
に
必
要
な
学

校
に
設
置
ま
た
は
増
設
さ
れ

る
よ
う
、
市
と
し
て
県
へ
の

要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

杉
原　

元
博 

議
員

子
ど
も
の
声
を

反
映
さ
せ
る
政
策
に
つ
い
て

通
級
指
導（
９
月
一般

質
問
の
続
き
）に
つ
い
て

質
問
一　

古
枝
小
学
校
が
受

賞
し
た
博
報
賞
は
、
児
童
教

育
現
場
の
活
性
化
と
支
援
を

目
的
と
さ
れ
「
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
草
の
根
的
な
活

動
と
貢
献
」
に
対
し
、
学

校
・
団
体
・
教
育
実
践
者
へ

表
彰
さ
れ
る
。
日
本
で
最
も

歴
史
の
あ
る
賞
で
あ
り
、
鹿

島
市
で
は
50
年
ぶ
り
の
受
賞

と
な
っ
た
。
今
回
の
古
枝
小

学
校
の
受
賞
に
あ
た
り
、
そ

の
内
容
と
成
果
は
。
ま
た
副

賞
の
１
０
０
万
円
の
使
い
方

に
つ
い
て
。

答
弁　

古
枝
小
学
校
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
な
史

跡
、
面
浮
立
な
ど
の
伝
承
芸

能
な
ど
を
題
材
と
し
た
体
験

学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

令
和
元
年
か
ら
は
、
ふ
る
さ

と
学
習
の
中
に
主
権
者
教
育

の
視
点
を
新
た
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
よ
り

良
い
社
会
の
形
成
に
積
極
的

に
関
わ
ろ
う
と
す
る
児
童
の

育
成
を
目
指
し
た
教
育
活
動

を
実
践
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
「
佐
賀
県
児
童
生
徒
ふ

る
さ
と
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
て
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
今
年
度
は
そ

の
集
大
成
と
し
て
鹿
島
市
教

育
委
員
会
で
も
推
薦
し
、
博

報
賞
受
賞
と
な
っ
た
。

　

副
賞
の
1
0
0
万
円
に
つ

い
て
は
、
学
校
運
営
協
議
会

で
協
議
さ
れ
地
域
活
動
の
助

成
金
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

れ
る
。

質
問
二　

こ
の
博
報
賞
を

き
っ
か
け
に
鹿
島
市
の
教
育

へ
ど
う
い
か
し
て
い
く
か
。

答
弁　

古
枝
小
学
校
の
取
り

組
み
の
優
れ
た
点
は
、
主
権

者
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
課
題
探
究
学
習
と
な
る
よ

う
教
育
課
程
の
改
善
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ふ

る
さ
と
学
習
を
行
う
こ
と
自

体
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
、

目
指
す
具
体
的
な
児
童
の
姿

を
校
長
以
下
全
て
の
職
員
で

共
有
し
、
地
域
の
方
々
の
も

と
に
何
度
も
足
を
運
び
、
活

動
を
通
し
て
伸
ば
し
た
い
資

質
や
能
力
に
つ
い
て
理
解
を

得
た
上
で
学
習
を
進
め
て
き

た
古
枝
小
学
校
の
取
り
組
み

は
非
常
に
良
い
事
例
と
な
っ

た
。こ
の
よ
う
な
良
い
取
り

組
み
を
各
学
校
に
紹
介
、
共

有
し
、
参
考
と
す
る
こ
と
で

市
内
小
中
学
校
の
ふ
る
さ
と

学
習
の
充
実
に
繋
げ
て
い
く
。

中
村　
一
尭 

議
員

古
枝
小
学
校
が
受
賞
し
た

第
53
回
博
報
賞
に
つ
い
て

質
問
一　

令
和
３
年
度
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
他
県

か
ら
の
人
数
と
納
税
額
は
。

答
弁　

人
数
、
４
３,
８
８
６

人
。
納
税
額
約
７
億
４,
２
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
二　

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
予

想
で
き
る
と
こ
ろ
で
教
え
て

ほ
し
い
。

答
弁　

今
の
と
こ
ろ
制
度
の

期
限
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。

恒
久
的
な
制
度
で
な
い
意
識

は
持
っ
て
い
る
。

意
見　

恒
久
的
な
制
度
で
は

な
い
の
で
過
度
に
依
存
は
で

き
な
い
。

質
問
三　

ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
田
澤
義
鋪
記
念
館

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
実
施
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
条
件
が
必
要
か
。

答
弁　

田
澤
義
鋪
記
念
館
で

行
う
事
業
、
返
礼
品
、
受
付

期
間
を
決
め
て
頂
き
た
い
。

質
問
四　

田
澤
義
鋪
記
念
館

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
提
案
書
は
条
件
を
満
た

し
て
い
る
か
。

答
弁　

概
ね
条
件
は
満
た
し

て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
し
て
取
り
組
め

る
。

意
見　

田
澤
義
鋪
記
念
館
は

寄
付
金
で
記
念
館
の
事
業
を

運
営
を
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
安

定
し
た
事
業
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
協
力
を
。

質
問
一　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害

状
況
は
。

答
弁　

県
の
調
査
で
令
和
３

年
度
の
被
害
額
は
９
９
０
万

円
。
実
際
に
は
も
っ
と
多
い

と
思
わ
れ
る
。

　

捕
獲
頭
数
は
令
和
４
年
度

11
月
末
現
在
で
８
２
９
頭
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
二　

こ
れ
だ
け
の
被
害

防
止
に
は
防
柵
補
助
金
予
算

を
増
額
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
増

加
、
資
材
価
格
の
高
騰
も
あ

り
新
年
度
は
制
度
を
見
直
し

予
算
の
増
額
を
検
討
し
て
い

る
。

質
問
一　

西
牟
田
児
童
遊
園

の
整
備
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。

答
弁　

５
つ
の
遊
具
が
あ
り
、

今
年
度
中
に
４
連
式
ブ
ラ
ン

コ
の
修
繕
を
行
う
予
定
。
令

和
５
年
度
に
す
べ
り
台
・
箱

型
ブ
ラ
ン
コ
・
肋
木
チ
ェ
ー

ン
ク
ラ
イ
ム
を
撤
去
し
、
３

連
式
鉄
棒
を
修
繕
す
る
方
向
。

意
見　

高
齢
者
は
遊
園
で
遊

ぶ
子
ど
も
達
の
声
を
聞
く
と

元
気
が
出
る
。
ま
た
、
遊
園

の
老
人
会
へ
の
管
理
委
託
事

業
の
継
続
を
。　

中
村　

日
出
代 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
問
一　

鹿
島
バ
イ
パ
ス
か

ら
母
ヶ
浦
方
面
へ
の
国
道
２

０
７
号
改
良
工
事
の
進
捗
状

況
は
。

答
弁　

西
葉
ガ
ー
ド
を
広
げ
、

カ
ー
ブ
が
緩
や
か
に
な
る

ル
ー
ト
で
母
ヶ
浦
川
に
架
か

る
琵
琶
岬
橋
ま
で
の
工
事
を

行
う
。
新
し
い
琵
琶
岬
橋
は

暗
渠
を
取
り
除
い
た
構
造
と

な
る
。

質
問
一　

母
ヶ
浦
川
流
水
路

の
洪
水
対
策
と
し
て
雑
草
・

灌
木
の
除
去
が
必
要
だ
が
、

管
理
者
は
誰
か
。

答
弁　

干
拓
側
は
杵
藤
農
林

事
務
所
の
管
轄
で
あ
る
が
、

道
路
側
は
民
地
で
地
元
の
管

理
と
な
る
。

質
問
二　

遊
水
地
に
は
葦
が

繁
茂
し
て
お
り
浚
渫
を
お
願

い
し
た
い
が
管
理
者
は
誰
か
。

答
弁　

杵
藤
農
林
事
務
所
の

管
轄
で
あ
る
。

質
問
三　

保
育
園
側
の
遊
水

地
に
も
水
生
植
物
が
繁
茂
し

て
い
る
が
、
管
理
者
は
誰
か
。

答
弁　

鹿
島
市
都
市
建
設
課

の
管
轄
地
域
で
あ
る
。

質
問
四　

塩
屋
樋
門
は
、
誰

が
管
理
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

地
元
に
お
願
い
し
て

い
る
。

質
問
五　

大
雨
時
に
お
け
る

七
浦
漁
港
の
漁
船
転
覆
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

当
面
、
整
備
し
た
土

地
へ
の
陸
揚
げ
で
対
処
し
た

い
。
避
難
港
建
設
も
考
え
ら

れ
る
が
、
受
益
者
負
担
も
大

き
く
な
る
の
で
考
慮
中
で
あ

る
。

質
問
六　

関
係
部
署
が
多
岐

に
わ
た
り
洪
水
対
策
が
遅
滞

し
て
い
る
が
、
連
携
会
議
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

今
ま
で
各
部
署
で
対

応
し
て
き
た
が
、
流
域
治
水

と
い
う
考
え
の
も
と
、
県
の

政
策
部
も
入
っ
て
協
議
す
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
対
策
が
進

む
と
考
え
る
。

質
問
一　

鹿
島
・
諫
早
間
の

有
明
海
沿
岸
道
路
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

令
和
三
年
に
佐
賀
県

よ
り
新
広
域
道
路
の
構
想
路

線
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

調
査
に
入
る
段
階
で
あ
る
。

ル
ー
ト
は
地
形
等
様
々
な
条

件
の
複
数
案
を
比
較
検
討
し

て
決
定
さ
れ
る
が
、
有
明
海

沿
岸
の
熊
本
・
福
岡
・
佐

賀
・
長
崎
県
の
連
携
し
た
発

展
の
た
め
、
鹿
島
市
と
し
て

も
強
く
要
望
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

樋
口　

作
二 
議
員

鹿
島
東
部
地
区
の
道
路
工
事
と

関
連
す
る
水
害
対
策
に
つ
い
て

国
道
２
０
７
号
の

改
良
工
事
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止

対
策
事
業
に
つ
い
て

児
童
遊
園
の

整
備
に
つ
い
て

塩
屋
樋
門
か
ら
の

排
水
に
つ
い
て

鹿
島
・
諫
早
間
の
有
明
海

沿
岸
道
路
に
つ
い
て

［令和４年12月議会号］ ［令和４年12月議会号］



1 1 1 0

質
問
一　

市
長
が
想
わ
れ
る

D
X
を
活
用
し
た
鹿
島
市
の

未
来
に
つ
い
て
。

答
弁　

今
後
、
人
口
減
少
に

よ
る
職
員
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
複
雑
化
し
た
行
政
活
動

を
担
う
こ
と
や
、
災
害
対
応
、

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
る
た
め
に
自
治

体
の
D
X
化
が
急
務
で
あ
る
。

　

現
在
、
10
月
に
は
D
X
推

進
本
部
が
初
会
合
を
開
催
し

職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
各

部
署
で
何
が
必
要
か
検
討
し

調
整
し
て
い
る
。

質
問
二　

各
部
署
で
今
後
ど

の
よ
う
に
D
X
を
活
用
し
て

い
く
の
か
。

答
弁　

各
部
署
で
様
々
な

D
X
化
に
向
け
た
政
策
を
調

整
中
。
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
市
役
所
に
足
を
運
ば
な
く

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
し
た

い
。

　

ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
を
進
め
て
お
り
、

鹿
島
市
で
は
６
割
程
度
交
付

済
み
で
健
康
保
険
証
や
金
融

口
座
と
も
連
動
し
て
利
便
性

を
高
め
て
い
く
。

　

令
和
５
年
１
月
５
日
よ
り

各
種
証
明
書
を
全
国
各
地
の

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
今
後
１
名
程
度

の
専
門
家
を
雇
用
予
定
で
あ

る
。

　

具
体
的
な
D
X
化
の
予
算

は
国
の
補
助
金
や
効
率
化
に

よ
る
費
用
減
少
分
の
一
般
財

源
を
活
用
し
て
い
く
。

質
問
一　

新
し
い
遊
具
の
設

置
完
了
時
期
は
。

答
弁　

色
々
な
方
が
利
用
で

き
る
全
長
10
m
程
度
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
遊
具
を

設
置
す
る
。

　

設
置
工
事
は
一
週
間
程
度
。

時
期
は
令
和
５
年
２
月
中
旬

に
な
る
予
定
。

質
問
二　

駐
車
場
の
設
置
に

つ
い
て
。

答
弁　

地
元
か
ら
も
強
い
要

望
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

公
園
内
の
一
部
に
駐
車
場
を

設
置
予
定
。
具
体
的
な
内
容

は
現
在
調
整
中
。

質
問
三　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
。

答
弁　

公
園
内
の
環
境
整
備

も
地
元
区
長
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
段
差
も
あ
っ
た
り

入
口
は
車
い
す
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
そ
の
ま
ま
入
る
こ
と

が
出
来
な
い
な
ど
の
問
題
も

認
識
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
庁
内
で
検
討
し

て
い
く
。

西　

一
郎 

議
員

D
X
を
活
用
し
た
鹿
島
市
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

中
央
児
童
遊
園

に
つ
い
て

質
問
一　

11
月
11
日
か
ら
11

月
25
日
ま
で
古
枝
を
除
く
５

地
区
で
開
催
さ
れ
た
市
長
と

語
る
会
の
参
加
者
の
状
況

は
。

答
弁　

全
体
で
１
９
９
人
の

参
加
で
あ
っ
た
。
年
代
層
は

50
代
か
ら
70
代
が
86
％
で
、

若
い
人
と
女
性
の
参
加
が
少

な
か
っ
た
。

質
問
二　

参
加
者
の
声
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

答
弁　

①
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
だ
と
答
え
た
人
が
80
人
、

そ
の
理
由
は
、
自
然
が
豊
か
、

災
害
が
少
な
い
等
②
ま
ち
づ

く
り
で
取
組
み
が
必
要
な
上

位
４
つ
は
、
産
業
振
興
・
交

通
・
市
街
地
活
性
化
・
雇
用

の
順
③
市
長
の
説
明
の
中
で

興
味
が
あ
っ
た
事
業
は
、
長

崎
本
線
の
状
況
、
鹿
島
駅
整

備
事
業
、
物
価
高
騰
と
経
済

対
策
、
新
鹿
島
市
民
会
館
、

医
療
費
助
成
拡
大
の
順
で

あ
っ
た
。

質
問
三　

市
長
自
身
の
感
想

は
。

答
弁　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、

害
獣
対
策
、
公
共
交
通
な
ど

地
域
に
共
通
す
る
課
題
が
多

か
っ
た
。

　

一
次
産
業
の
厳
し
い
声
も

多
か
っ
た
。
今
後
は
、
若
い

人
の
声
を
聴
く
機
会
を
ぜ
ひ

作
り
た
い
。
今
回
の
結
果
を

第
７
次
総
合
計
画
の
見
直
し

の
参
考
に
し
た
い
。

質
問
一　

音
成
・
嘉
瀬
の
浦

地
区
に
お
い
て
、
本
年
度
か

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

農
地
整
備
事
業
に
取
組
む
こ

と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
。

答
弁　

多
良
岳
オ
レ
ン
ジ
海

道
の
開
通
を
き
っ
か
け
に
地

元
で
話
し
合
い
を
進
め
ら
れ
、

合
意
形
成
に
達
し
た
こ
の
地

区
が
国
の
厳
し
い
採
択
要
件

を
ク
リ
ア
し
た
た
め
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

質
問
二　

本
事
業
の
概
要
及

び
効
果
に
つ
い
て
。

答
弁　

約
１
３
ha
の
農
地
の

基
盤
整
備
を
行
い
、
現
在
の

土
地
所
有
者
38
人
を
最
終
的

に
は
13
人
の
担
い
手
に
集
約

す
る
。

　

令
和
５
年
度
ま
で
に
測
量

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度

か
ら
造
成
工
事
に
着
手
し
、

令
和
９
年
度
に
完
了
予
定
で

あ
る
。
５
か
年
の
事
業
費
は
、

４
億
８
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

完
了
後
の
成
果
は
、
担
い

手
13
人
で
農
地
の
集
積
率
１

０
０
％
と
、
農
業
販
売
高
約

３
倍
の
８
２
５
４
万
円
を
目

標
と
し
た
稼
げ
る
農
業
経
営

を
目
指
す
。

中
村　

和
典 

議
員

市
長
と
語
る
会
に
つ
い
て

果
樹
団
地
の

再
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問
一　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
令
和
６
年
に
佐
賀
県

で
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
が
、
鹿
島
市
で
開
催

さ
れ
る
競
技
及
び
日
程
等
に

つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
の
広

報
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
弁　

正
式
競
技
の
『
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
』
は
、
令
和
６
年

10
月
５
、
６
、
７
日
の
３
日

間
。
『
軟
式
野
球
』
は
、
10

月
11
、
13
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
公
開
競

技
』
の
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
』
は
、
９
月
21
、
22
日
の

２
日
間
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
わ
や

か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

５
月
12
日
、
バ
ッ
ゴ
ー
は
、

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

市
内
小
中
学
校
へ
の
訪
問
、

各
イ
ベ
ン
ト
で
の
競
技
体
験

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
市

報
、
の
ぼ
り
旗
等
で
の
広
報

周
知
に
努
め
た
い
。

質
問
二　

全
国
か
ら
多
く
の

選
手
や
関
係
者
が
鹿
島
に
来

ら
れ
る
予
定
な
の
で
、
宿
泊
、

競
技
場
間
の
輸
送
そ
し
て
鹿

島
市
内
の
観
光
な
ど
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
て
ほ
し
い
。

答
弁　

開
催
に
あ
た
り
、
各

専
門
委
員
会
が
あ
る
の
で
参

加
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
お
も
て
な
し
が

出
来
る
よ
う
準
備
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問
一　

有
明
海
南
西
部
の

海
苔
養
殖
業
に
お
い
て
は
深

刻
な
赤
潮
被
害
や
栄
養
塩
不

足
に
よ
る
色
落
ち
に
よ
り
、

収
穫
量
が
例
年
の
半
分
以
下

と
い
う
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
不
作
、
そ
し
て
、

昨
今
の
原
油
・
施
肥
の
高
騰

な
ど
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。

市
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
弁　

厳
し
い
状
況
下
は
認

識
し
て
い
る
の
で
、
漁
協
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

松
田　

義
太 

議
員

鹿
島
市
が
直
面
す
る

政
策
課
題
に
つ
い
て

S
A
G
A
2
0
2
4

佐
賀
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
つ
い
て

有
明
海
再
生
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一　

本
事
業
を
行
う
動

因
及
び
経
緯
に
つ
い
て
。

答
弁　

従
前
か
ら
J
R
鹿
島

駅
へ
の
送
迎
車
両
が
常
習
的

に
交
通
混
雑
す
る
等
の
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
検
討
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
整

備
事
業
は
、
長
崎
本
線
特
急

減
便
に
対
す
る
振
興
策
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問
二　

本
事
業
の
概
要

（
事
業
内
容
、
事
業
費
、
事

業
完
成
予
定
）
に
つ
い
て
。

答
弁　

基
本
計
画
で
定
め
た

事
業
内
容
は
、
「
現
駅
舎
」

の
改
築
、「
新
駅
舎
」
の
増
設
、

「
公
共
交
通
ロ
ー
タ
リ
ー
」及

び
「
一
般
車
ロ
ー
タ
リ
ー
」

の
整
備
を
佐
賀
県
が
行
い
、

こ
の
両
ロ
ー
タ
リ
ー
の
間
に

「
え
き
ま
え
広
場
」、「
賑
わ

い
拠
点
施
設
」、「
駐
輪
場
」及

び
「
一
般
車
と
観
光
バ
ス
等

の
駐
車
場
」
の
整
備
を
鹿
島

市
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
現
時
点
で
は
事
業

費
及
び
事
業
完
成
時
期
は
未

定
で
あ
る
。

意
見　

本
整
備
事
業
の
よ
う

な
公
共
施
設
（
ハ
ー
ド
）
の

整
備
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
管
理
を
行
い
、
身

の
丈
に
合
っ
た
ス
ペ
ッ
ク
の

施
設
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
「
市

民
参
加
」
や
「
賑
わ
い
」
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
に

使
い
方
（
ソ
フ
ト
）
を
重
視

し
た
施
策
が
大
切
と
な
る
。

　

是
非
、
「
J
R
肥
前
鹿
島

駅
周
辺
整
備
事
業
」
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
駅

利
用
状
況
、
市
民
の
醸
成
、

さ
ら
に
市
財
政
の
見
通
し
を

踏
ま
え
て
、
慎
重
に
判
断
す

る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。

質
問
一　

地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
S
A
G
A
2
0
2
4

国
ス
ポ
等
に
相
応
し
た
ス

ポ
ー
ツ
支
援
事
業
に
つ
い
て
。

答
弁　

鹿
島
市
の
地
元
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
、
強
化

は
必
要
と
考
え
、
現
行
ス

ポ
ー
ツ
支
援
事
業
の
予
算
範

囲
内
に
お
い
て
、
事
業
を
見

直
し
た
り
し
て
支
援
事
業
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問
一　

鹿
島
市
発
展
の
た

め
の
鹿
島
バ
イ
パ
ス
の
沿
線

開
発
に
伴
う
周
辺
地
域
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁　

鹿
島
バ
イ
パ
ス
沿
線

の
一
部
は
、
都
市
計
画
の
用

途
地
域
外
で
あ
り
、
沿
線
開

発
を
見
込
ん
だ
排
水
計
画
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
乙
丸
雨
水
ポ

ン
プ
場
な
ど
を
利
活
用
す
る

流
域
治
水
と
併
せ
、
本
バ
イ

パ
ス
を
含
む
北
鹿
島
地
区
の

浸
水
・
冠
水
被
害
の
軽
減
を

検
討
し
て
い
く
。

J
R
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整
備
事
業

な
ど
の
鹿
島
市
の
喫
緊
の
課
題

宮
崎　

幸
宏 
議
員

J
R
肥
前
鹿
島
駅

周
辺
整
備
事
業

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化

鹿
島
バ
イ
パ
ス
の
豪
雨

に
伴
う
冠
水
対
策

遊具が新しくなる中央児童遊園
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質
問
一　

12
月
か
ら
の
「
ま

る
ご
と
応
援
券
」
追
加
支
援

策
は
広
く
市
民
の
賛
同
を
得

て
い
る
。
し
か
し
、
食
料
品

や
燃
料
費
高
騰
は
冬
場
に
入

り
更
に
市
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
年
末
年
始

は
家
計
の
一
定
の
手
助
け
は

出
来
て
も
来
春
以
降
が
心
配

で
あ
る
。
家
計
応
援
の
継
続

支
援
策
、
子
育
て
支
援
へ
の

給
食
費
減
額
な
ど
早
め
の
対

策
を
求
め
る
。

答
弁　

消
費
喚
起
を
促
す
た

め
全
市
民
へ
追
加
支
援
を

行
っ
た
。
買
物
券
の
配
布
に

は
１
億
５
千
万
円
の
事
業
費

を
要
し
、
国
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
と
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

の
一
部
を
財
源
に
充
て
た
。

　

厳
し
さ
を
増
す
市
民
生
活

へ
の
支
援
策
は
財
源
確
保
も

含
め
、
検
討
を
急
ぐ
。

質
問
一　

市
民
は
将
来
の
明

る
い
展
望
を
期
待
し
て
い
る
。

本
市
へ
企
業
進
出
の
打
診
が

あ
っ
て
か
ら
の
造
成
工
事
で

は
遅
い
と
考
え
る
。

　

有
明
海
沿
岸
道
路
の
鹿
島

ま
で
の
延
伸
を
見
据
え
、
早

期
着
手
す
べ
き
。

答
弁　

工
業
団
地
建
設
の
候

補
地
を
現
在
３
カ
所
ま
で
絞

り
込
ん
で
い
る
。
企
業
が
求

め
る
造
成
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
）
か
分
譲
型
（
リ
ー
ス
方

式
）
か
県
と
も
協
議
し
国
内

の
経
済
状
況
を
見
据
え
、
本

事
業
に
有
利
な
交
付
金
活
用

を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問
一　

平
成
10
年
、
県
の

街
路
整
備
事
業
と
し
て
ス
カ

イ
ロ
ー
ド
商
店
街
は
完
成

し
た
。
８
年
後
に
さ
く
ら
通

り
商
店
街
が
完
成
し
、
広
い

歩
道
も
整
備
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
25
年
近
く
経
過

し
た
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
の
歩
道

は
レ
ン
ガ
が
ひ
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割
れ
、
盛
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が
っ
た
レ
ン
ガ
に
つ
か

え
転
び
怪
我
を
し
た
と
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

鹿
島
駅
周
辺
整
備
構
想
の

一
環
と
し
て
安
全
に
回
遊
で

き
る
歩
道
へ
の
改
修
と
駅
か

ら
商
店
街
へ
の
歩
行
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ

ジ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
ン

案
内
板
等
）
を
求
め
る
。

答
弁　

商
店
街
を
通
る
県
道

は
市
道
へ
の
移
管
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
鹿
島
市
へ
移
管

す
る
場
合
は
安
全
性
を
確
保

し
整
備
後
に
移
管
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　

歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
は
「
ま
ち
な
か
整
備
」
と

し
て
検
討
し
て
い
く
。

伊
東　

茂 

議
員

新
年
度
予
算
編
成
、

施
策
等
に
つ
い
て

厳
し
さ
が
増
す
市
民

生
活
へ
の
継
続
支
援
策

市
内
活
性
化
を
促
す

工
業
団
地
建
設
の
実
施

中
心
商
店
街
の
歩
道
の

再
整
備
の
必
要
性

【総務建設環境委員会行政視察報告】
●日程
　令和４年１０月１２日～１４日
●総務建設環境委員会
　委員長　中村和典　　　副委員長　中村一尭
　委　員　宮崎幸宏　杉原元博　勝屋弘貞　福井正　⻆田一美

1.　静岡県庁（１０／１２）
「ウーブンシティの概要と自治体の関わりについて」
　トヨタ自動車が、静岡県裾野市の工場跡地（東京ドーム１５個分・約
７０．８万㎡）の土地を再開発し、ロボットやAI技術を駆使して未来都
市（実験都市）を建設中である。２，０００人が入居し、パートナー企業
とともに、モビリテイや水素エネルギーの活用など様 な々領域の先端技
術を検証していかれる。地元の裾野市としても、裾野市北部の郊外地
域であるが、企業の再誘致（研究都市）と同様に、様々な人の集まり、
交流の拠点化、提携企業の新たな展開が期待され、その取り組みによ
る波及効果が期待される。

2.　静岡県藤枝市役所（１０／１３）
「空き家対策について」
　不動産業、解体業、建築士、司法書士などの民間業者と市が連携
し、空き家ゼロサポーターとして、空き家所有者を対象にした相談会を
実施する等、空き家の発生を抑制する活動を効果的に取り組まれてい
る。特定空き家（危険空き家）対策については、強制執行による解体等
までは実施されていないが、特定空き家になる一歩手前で、老朽住宅
の解体費助成、解体後の固定資産税の減免等、市でできることを積
極的に取り組まれていると感じた。

3.　静岡県伊東市役所（１０／１４）
「移住・定住対策について」
　首都圏からの移住定住をターゲットとして、民間の移住サポート団
体等と連携し、SNSによる情報発信、移住相談会、移住体験ツアー、
現地ナビゲートの実施、移住イベントの企画実施の他、お試し移住支
援事業補助金、移住就業支援補助金の助成、定住移住サイトの充実
等の施策により、移住者（特にテレワーク者）が近年増加している。特に
民間団体との連携やＤＸの取り組みが参考になった。

中村日出代（欠席）

［令和４年12月議会号］ ［令和４年12月議会号］

【議案第60号】総務建設環境委員会 審査報告
　令和４年１２月６日の本会議において、総務建設環境委員会に付託された議案第６０号鹿島市水道事
業審議会条例の制定について、１２月９日に審査を行い、採決の結果、起立全員で可決された。

(執行部からの説明要旨)
　水道事業の指針となる中長期財政計画において、給水人口の減少等で内部留保資金が減少していく
ことが推測されるため、それを見据えた経営方針や計画の策定を行っていく必要がある。そこで専門的な
意見や市民の視点から広く意見を求め、審議を行うことのできる審議会を設置するものである。条例は、
令和５年４月１日から施行する。

(主な質疑応答内容)
　審議会での審議内容は料金改定だけを考えているのか、簡易水道事業も審議されるのかといった委
員からの質疑に対し、執行部からは、料金改定も含めた中長期計画についての審議が予定されているこ
とや基本的に水道事業の経営や計画についての審議を考えているとの答弁があった。
　また、平成１２年の改定以降、料金改定についての検討がなされたか、審議会委員に技術的専門家を
入れるべきではといった質疑に対しては、料金改定については概ね５年毎に水道課内部で検討されたこ
とや審議会委員に民間コンサルや市役所OBで水道分野の技術管理者の方を入れること等を考えてい
るとの答弁があった。
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【文教厚生産業委員会行政視察報告】

1.　中海干拓の変遷と諫早湾干拓堤防開門の影響等について　島根大学　瀬戸浩二准教授
　中海本庄工区は、諫早湾干拓堤防と同じように堤防で閉め切って淡水
化したのち水門を開いて海水を導入した。しかし、堤防道路は撤去でき
ず、水門からは海水の流入量は小さく、海の環境は元通りにならないこと
を膨大な研究資料にて説明された。諫早湾干拓についても長期間の締
め切りでヘドロ化した調整池への海水導入は、よほど慎重に、科学的にや
らないと有明海の海況に悪影響を及ぼすこともあることが理解できた。
　また、なかなか止まらない国営事業が中止されたわけは、住民の圧倒
的な中止要求によりその意を汲んだ政治が動いたからであった。諫早湾干拓開門調査要求も、漁業者
だけの主張ではなく、一般住民が有明海の環境を戻すために大きな集団となることが必要であると感じ
た。

２．　宍道湖における漁業者の動向と高次脳機能障害への対応について　松江市在　西村敏氏
　元松江市議で、市議時代から市民活動に熱心に取り組まれていた方
の話を伺った。宍道湖の漁師さんとのつながりが深く、当事者でないと語
れない市民目線の話が興味深かった。宍道湖の漁民は、淡水化の漁業
補償金１９００億円を国につき返し、今でもシジミ漁を続けながら宍道湖
の環境を守っている状況を伺い、有明海もそうした人と水環境のつながり
方が未来に受け継がれるべきだと感じた。
　息子さんの高次脳機能障害への対応には議員各位大変心動かされ、
講話後に質問が相次いだ。深い父性と障害への研究、そして経験に基づく対応への助言が素晴らし
かったので、機会があれば鹿島市民にも話を聞いてもらいたいと思った。

３．　コウノトリを活かしたまちづくりについて　豊岡市コウノトリ共生課
　自然鹿島がうたい文句で、ラムサール条約の湿地登録がなされた鹿島市にとっ
て、どうすれば野鳥と共存した、活気あるまちづくりができるのかを学びたいと豊岡
市を訪ねた。
　訪問して驚いたのは、町中の施設にコウノトリが象徴として描かれていたこと。行
政当局がコウノトリ共生課という部署を作って町づくりを行っていることも驚いたが、
その成功例として市内の円山川のいたるところに野生のコウノトリが佇んでおり、市
民に深く理解されていることが伺えた。
　いずれにしてもこのコウノトリが住める環境を作り出すには、市民の、特に農業者の意識を変えることが
必要で、時間と話し合いの労力が膨大に上ったと推察できる。
　鹿島市においても、ラムサール条約湿地登録地としての環境意識をより高めるには、干潟環境だけで
はなく、鹿島市の大地全てを鳥瞰した視線を持って活動できる市民を少しでも増やしていくべきだと感じ
た。

●日程　令和４年１０月２６日～２８日
●文教厚生産業委員会　委員長　樋口作二　　　副委員長　徳村博紀
　　　　　　　　　　　委　員　西一郎　笠継健吾　池田廣志　伊東茂　松尾征子　松田義太

【公共交通対策特別委員会行政視察報告】
●日程　令和4年11月14日～15日
●公共交通対策特別委員会　　委員長　福井正　　副委員長　樋口作二
　　　　　　　　　　　  　　委　員　宮崎幸宏　池田廣志　中村一尭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾征子　⻆田一美　中村日出代（欠席）

1.　山口県美祢市（11/14）
　美祢市は山口県の中央に位置し、人口は２３,２６７人、面積は２２
８．２５㎢である。
　公共交通はJR美祢線が厚狭市と長門市を南北に結んでいる。ま
た観光地でありバスは３社が運行。タクシーは美祢市に４社。これら
の交通機関が地域公共交通を担っている。地域公共交通として７地
区でミニバス運行。予約型乗合タクシー、登校１便、下校２便運行、マ
イクロバス４台運行している。病院バスとして、美祢市立病院で５便。美東病院で６便運行。
　夜間運行していないタクシーだが、１台のタクシーと運転手を確保してあり、夜間の急患などに対応
している。運転手の賃金は市が補助していた。

２．　大分県臼杵市（11/15）
　大分県臼杵市は大分県の東部に位置し、大分市の南に位置している。東は豊後水道に面した港
町、西には500メートル級の山に囲まれている。産業は主に造船業である。面積291.20㎢、人口
35,127人、食文化創造都市を標ぼうしている。
　交通は東九州自動車道、JR九州日豊線臼杵駅他４駅、フェリー、
大分空港までのバス、近隣市町と結ぶバス路線、そして循環バス６路
線とジャンボタクシー４路線がある。利用者の皆さんの交通対策に
ついての話し合いやご意見を大切にしておられた。教育委員会と話
し合って、土日休日にスクールバスを運行して一般の方が利用できる
ようにしたり、循環バスが停車するステーションに拠点を置いて、そこ
から乗客をボランティアでの無償輸送に取り組まれていた。無償輸送の経費はステーションの運営費
として給付し運転ボランティアの賃金等の経費に充てることで賄っておられた。こういう努力で利用者
も少しずつ増加していた。

３．　福岡県田川市（11/15）
福岡県田川市平成筑豊鉄道田川伊田駅及び駅前ロータリー広場
整備
　田川市では第３セクターの鉄道とJRの共同使用の平成筑豊鉄道
の田川伊田駅の新設駅舎と駅前のロータリー整備の状況を見学し
てきた。
　駅舎は瀟洒な造りの３階建てで、飲食店、パン屋等の商業施設と
ホテルが併設された駅舎だった。ロータリーはタクシーとバスが利用し、乗用車は隣接する駐車場に
駐停車する構造になっていた。

［令和４年12月議会号］ ［令和４年12月議会号］
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し
て
、
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然
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で
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光
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が
豊

富
な
鹿
島
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て
い
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て
ま
い
り
た
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と
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い
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す
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議長交際費を公表します。 金額単位：円

10月

11月

 ５日　９月定例会　委員会報告、議案審議、
 質疑、討論、採決、閉会
 全員協議会
  ６日 県民スポーツ大会　結団式
  ７日 議会だより編集会議
  ８日 鹿島市長杯ソフトテニス大会（～９日）
12日 総務建設環境委員会行政視察（～14日）
14日　３道路期成会合同要望（佐賀市）
 佐賀県市議会議長会
21日 四市議会議員交流会
25日 西部広域環境組合10月定例会
 ３道路期成会合同要望（長崎県）
26日 文教厚生産業委員会行政視察（～28日）
27日 九州市議会議長会

  １日 臨時議会運営委員会
  ２日 佐賀県後期高齢者医療広域連合代表者会議
 議案勉強会
 ３道路期成会合同要望（福岡県）
  ３日 鹿島市文化祭開会式
  ４日 よみがえれ！有明訴訟原告団・弁護団と
 文教厚生産業委員会との意見交換会
 全員協議会
  ８日 議会報告会プロジェクト会議
  ９日 全国市議会議長会評議員会
10日 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会
 ３道路期成会合同要望（東京）
11日 議会運営委員会
12日 有明海沿岸道路大野島IC～諸富IC開通式
14日 公共交通対策特別委員会行政視察（～15日）
16日 全員協議会
 議会報告会プロジェクト会議
17日 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会

12月
 ６日 12月定例会　議案審議
 質疑、討論、採決（～７日）
 ９日 総務建設環境委員会　
 文教厚生産業委員協議会
13日 12月定例会　一般質問（～16日）
 全員協議会
14日 臨時議会運営委員会
15日 全員協議会
20日 12月定例会　委員会報告、議案審議、
 質疑、討論、採決、閉会
 全員協議会
26日 議会だより編集会議

28日 議会運営委員会
30日　12月定例会　開会　議案の上程（～12月20日）
 全員協議会
 文教厚生産業委員協議会

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

0

0

0

1

0

0

1

合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

10月 11月 12月

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

0 

0 

4,000 

0 

0 

4,000 

1

0

1

3

0

1

6

22,000

0

7,000

11,000

0

630

40,630

1

0

1

2

0

1

5

22,000

0

7,000

7,000

0

630

36,630

議会あれこれ（令和４年10月～12月）

行政視察受入状況 (令和４年10月～12月)
１０月１４日　島根県議会
                   中山間地域・離島振興特別委員会　２３名
　　 ２１日　佐賀市議会新幹線問題研究会   ２２名
１１月１８日　佐賀県議会
                   新幹線問題対策等特別委員会   １７名
１２月21日　長崎県議会
                   九州新幹線長崎ルート建設促進議員連盟  ２２名
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　令和４年11月発行の「かしま議会だより」第111号４
ページに掲載しました「議案審議」の記事中、中村和典
議員の氏名が抜けておりました。(4ページ左上の記事）
　関係の方々並びに市民の皆様には大変ご迷惑をおかけ
しました。お詫びして訂正いたします。


	_01
	_0203
	_0405
	_0607
	_0809
	_1011
	_1213
	_1415
	_16

